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なった。角こすり害の発生率も低下していたものの，

湖北山地の東部地域や枕木山山地（松江市）へ生息

分布を拡大していることが推測できた。そのため，

今後は松江市側でも適正な個体数の管理が急務で

あると考えられる。本調査は，第Ⅳ期のシカの「特

定鳥獣管理計画」のモニタリング調査として実施し

たが，今後も継続したモニタリングが必要である。 
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ココシシアアブブララ種種子子選選別別方方法法のの検検討討  
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Study on the Selection Method for Acanthopanax sciadophylloides Seeds 
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要    旨 

 

コシアブラ高発芽率種子の選別方法を検討した。成熟した果実から得られた種子を 10 分程度水

に浸け，沈んだ種子の形状を観察して充実種子を選別し，採り播きすることで発芽率 82.7％とな

った。播種するまでの保管期間が長くなると発芽率が低下する傾向がみられた。種子選別作業の

簡易化技術は，果実を播種する方法を試みて，すべての試験区で発芽を確認したが，種子を播種

した発芽率と比較すると低い傾向となった。今後は，種子選別方法と発芽促進処理を併用した場

合の発芽率について調査が必要と考える。 

キーワード：コシアブラ，実生法，種子選別，発芽率 

 

Ⅰ はじめに 

 ウコギ科の高木性落葉広葉樹であるコシアブラ

（Acanthopanax sciadophylloides）は，若芽が春の山

菜として全国的に人気のある樹木であるが，生産量

の約 80％が自生採取であり（農林水産省，2022），

山採りに頼っている状況である。これは栽培方法が

確立されていないことが大きな要因であると推測

でき，これまで実生法のほかに，挿し木，根挿し，

接ぎ木など様々な育苗方法が検討されている。実生

法については，水に浮く種子を除去した時の発芽率

は 46.7％（松本・児玉，2009），用土別の発芽率は

46～62％（高木・増野，2009），成熟種子を採り播

きした時の発芽率は 48.0％（竹内，2014b）の報告

がある。また，コシアブラの種子は後熟性であり，

発芽は結実の翌々年となるが，処理によって発芽促

進が可能であるとの報告もある（姫野ら，2006，鈴

木ら；2014）。挿し木は発根した個体が得られず，

根挿しは得苗率が低く（竹内，2006），挿し木と根

挿しは得苗率が低く，系統差が認められ，成績不良

と報告されている（松本，2008）。接ぎ木は活着率

が高く，伸長成長が大きかったが，量産が難しいと

考えられ（竹内，2014a），各方法にはそれぞれの課

題がある。 

本試験は，育苗期間は長くなるものの着実に苗を

得られる可能性がある実生法に着目し，種子選別方

法と選別作業の簡易化を検討した。 

  

Ⅱ 試験方法 

１．種子選別方法の検討 

 2021 年 11 月 9 日に飯南町下赤名の町有林（標高

約 490ⅿ）に自生する個体から果実を採取した。虫

食い痕のある果実を除いた後，採取した果皮の色か
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ら成熟（紫色），未成熟（緑色）に選別した。選別

後，果肉を除去し，成熟果実の種子のみ 10 分程度

水に浸けた。浮いた種子と沈んだ種子に分け，沈ん

だ種子のみ充実種子（黒色で断面は山型）（写真 1），

未充実種子（黒色で断面はくさび型，または黄色）

（写真 2），虫食い痕がある種子（写真 3）に選別し

た。それぞれを湿らせたキムタオル®（日本製紙ク

レシア株式会社）で包み，密閉容器に入れ，播種す

るまで 4℃設定の冷蔵庫で保管した。翌春まで保管

して播種する種子は，月に一回水洗いをして，新し

いキムタオルに包みなおした。

11 月 10 日，11 月 11 日に採り播きをした。保管

後の播種は，11 月 18 日，12 月 10 日，2022 年 3 月

17 日，12 月 9 日に実施した。育苗箱に「たねまき

培土（タキイ種苗株式会社）」を入れて播種床とし，

防草マルチとして稲わらを敷いた（写真 4）。播種

後は，中山間地域研究センター構内の人工ほだ場

（写真 5）で管理した（冨川，2015）。2023 年 5 月

10 日に子葉の展開した本数を数え，発芽率を算出

した。

２．種子選別作業の簡易化技術の検討

2021 年 11 月 15 日に飯南町上来島の県有林（標

高約 430ⅿ）に自生する個体から果実を採取した。

果実は果皮の色から成熟，未成熟，虫食い痕ありに

選別した。選別後，成熟果実のみ 10 分程度水に浸

け，浮いた果実と沈んだ果実に分けた。

2021 年 11 月 16 日に一部は果実のまま播種し，

それ以外は果肉を除去して種子を播種した。播種床

と管理方法は上記と同じにした。2023 年 5 月 10 日

に子葉の展開した本数を数え，発芽率を算出した。

３．長期保管種子の発芽率調査

2020 年 11 月に飯南町下赤名の町有林（標高約

写真 1 充実と判断した種子

写真 5 人工ほだ場

種子断面

写真 2 未充実と判断した種子

写真 3 虫食い種子

写真 4 管理中の播種床

種子断面
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ら成熟（紫色），未成熟（緑色）に選別した。選別
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レシア株式会社）で包み，密閉容器に入れ，播種す

るまで 4℃設定の冷蔵庫で保管した。翌春まで保管

して播種する種子は，月に一回水洗いをして，新し

いキムタオルに包みなおした。

11 月 10 日，11 月 11 日に採り播きをした。保管

後の播種は，11 月 18 日，12 月 10 日，2022 年 3 月

17 日，12 月 9 日に実施した。育苗箱に「たねまき

培土（タキイ種苗株式会社）」を入れて播種床とし，

防草マルチとして稲わらを敷いた（写真 4）。播種

後は，中山間地域研究センター構内の人工ほだ場

（写真 5）で管理した（冨川，2015）。2023 年 5 月

10 日に子葉の展開した本数を数え，発芽率を算出
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２．種子選別作業の簡易化技術の検討

2021 年 11 月 15 日に飯南町上来島の県有林（標

高約 430ⅿ）に自生する個体から果実を採取した。

果実は果皮の色から成熟，未成熟，虫食い痕ありに

選別した。選別後，成熟果実のみ 10 分程度水に浸

け，浮いた果実と沈んだ果実に分けた。

2021 年 11 月 16 日に一部は果実のまま播種し，

それ以外は果肉を除去して種子を播種した。播種床

と管理方法は上記と同じにした。2023 年 5 月 10 日

に子葉の展開した本数を数え，発芽率を算出した。

３．長期保管種子の発芽率調査

2020 年 11 月に飯南町下赤名の町有林（標高約

写真 1 充実と判断した種子

写真 5 人工ほだ場

種子断面

写真 2 未充実と判断した種子

写真 3 虫食い種子

写真 4 管理中の播種床

種子断面

表 2 保管種子の発芽率 

果実 

熟度 

種子 

水選 
種子形状 播種日 種子保管 

播種数

（粒） 

発芽数

(本) 

発芽率

（％） 

成熟 沈む 充実 

2021年 11月 18日 1 週間   300 208 69.3 

2021年 12月 10日 1 ヶ月間   200 142 71.0 

2022 年 3 月 17 日 4 ヶ月間   200 113 56.5 

2022 年 12 月 9 日 1 年間   146   0  0.0 

 

表 1 選別種子の発芽率 

果実 

熟度 

種子 

水選 
種子形状 播種日 

播種数

（粒） 

発芽数

(本) 

発芽率

（％） 

成熟 
沈む 

充実 2021年 11月 10日   300 248 82.7 

未充実・虫食い 2021年 11月 11日   100   2  2.0 

浮く ― 2021年 11月 10日   100   0  0.0 

未成熟 ― ― 2021年 11月 11日    26   6 23.1 

Note.いずれも採り播き 

490ｍ）に自生する個体から果実を採取した。果肉

を除去し，湿らせたキムタオルで包み，密閉容器に

入れ，播種するまで 4℃設定の冷蔵庫で保管した。

種子は月に一回水洗いをして，新しいキムタオルに

包みなおした。 

2022 年 12 月 9 日に播種し，播種床と管理方法は

上記と同じにした。また，前述した種子選別方法の

検討において，2021 年 11 月 9 日に果実採取，2022

年 12 月 9 日に播種した試験区を継続管理した。こ

れら 2 試験区は 2024 年 6 月 5 日に子葉の展開した

本数を数え，発芽率を算出した。 

 

Ⅲ 試験結果 

１．種子選別方法の検討 

 種子選別後に採り播きした発芽率を表 1 に示す。

充実種子で 82.7％と高い値を示したが，未充実・

虫食い種子は 2.0％，水浮種子は 0％と低かった。

未成熟果実の種子も発芽することを確認し，発芽率

は 23.1％だった。 

種子選別後に冷蔵保管した充実種子の発芽率を

表 2 に示す。いずれも採り播きの発芽率より低い値

を示し，1 年間保管した種子の発芽率は 0％であっ

た。 

 なお，成熟果実から 2,275 粒の種子を得て，水に

沈んだ種子は 1,751 粒，充実種子と判断したものは

1,146 粒であった。成熟果実からの充実種子取得率

は 50.3％であった。 

 

２．種子選別作業の簡易化技術の検討 

果実と種子を採り播きした発芽率を表 3 に示す。

果実を播種したすべての試験区で発芽を確認した。

果実選別の結果が同じ場合，果実を播種するよりも

種子を播種した方が発芽率は高い傾向を示した。果

実選別をせずに種子を播種すると発芽率は 47.9％

であった。 

 

３．長期保管種子の発芽率調査 

2 試験区とも播種翌年の発芽はなく（2021 年果実

採取区は表 1 のとおり），播種の翌々年に発芽を確

認した。各試験区の発芽率を表 4 に示す。冷蔵保管

を 2 年間した種子は 50.0％，1 年間の保管では

52.7％であった。 
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表 4 長期保管種子の発芽率 

果実 

熟度 

種子 

水選 

種子 

形状 
果実採取日 播種日 

種子 

保管 

播種数

（粒） 

発芽数

(本) 

発芽率

（％） 

－ － 充実 2020 年 11 月 2022 年 12 月 9 日 2 年間 100 50 50.0 

成熟 沈む 充実 2021 年 11 月 9 日 2022 年 12 月 9 日 1 年間 146 77 52.7 

Note.－は無選別 

表 3 選別簡易化播種の発芽率 

果実 

熟度 

果実 

水選 

果肉 

有無 

果実播 

種数(粒) 

種子播 

種数(粒) 

発芽数 

(本) 

発芽率 

（％） 

成熟 

沈む 
有  28  56  12 21.4 

無 ― 189 124 65.6 

浮く 
有  28  56  10 17.9 

無 ― 191  73 38.2 

未成熟 ― 
有  16  32  14 43.8 

無 ― 101  45 44.6 

虫食い ― 
有  28  56  10 17.9 

無 ―  51  13 25.5 

計 
有 100 200  46 23.0 

無 ― 532 255 47.9 

Note.いずれも採り播き 

Note.果実播種の種子数は，果実数×2 で算出した 

Ⅳ 考察 

 コシアブラの種子選別方法を検討した結果，水浮

き種子，未充実種子，虫食い種子の除去によって発

芽率を向上させることが可能であると考えられた。

また，竹内（2014b）で述べられているように，採

り播きの発芽率が高い傾向を確認した。 

種子の選別簡易化播種の結果から，果肉付きで

播種したすべての試験区で発芽を確認した。この方

法は，果肉の除去作業と種子保管を省くことができ，

播種作業の効率は上がったが，種子を播種するより

も発芽率が低下することと，同じ場所から 2 本発芽

して根が絡まり移植に時間が掛かることが懸念さ

れる。また，未成熟果実や虫食い痕果実であっても

発芽が確認できたことから，これら果実の種子を水

選することで発芽率が高くなるか検討をしたいと

考えている。 

嬉野ら（2006）は，採取直後の種子を観察したと

ころ胚は未熟で，内部はほとんどが胚乳で占められ

ていたと報告しており，これが後熟性種子となる原

因と考えられた。種子の保管中に胚が成熟すること

を期待して，保管期間を長くする試験区を設けたが，

冷蔵条件では発芽が早まることはなく，その効果は

認められなかった。一方，冷蔵で長期保管しても発

芽率は大きく低下することはなかったため，種子の

豊凶に応じて播種数の調整が可能と考えられた。今

後は，今回の種子選別方法と姫野ら（2006）や鈴木

ら（2014）の発芽促進処理を併用して発芽率や発芽

までの期間を調査したいと考えている。 
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表 4 長期保管種子の発芽率 

果実 

熟度 

種子 

水選 

種子 

形状 
果実採取日 播種日 

種子 

保管 

播種数
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発芽数

(本) 

発芽率

（％） 

－ － 充実 2020 年 11 月 2022 年 12 月 9 日 2 年間 100 50 50.0 

成熟 沈む 充実 2021 年 11 月 9 日 2022 年 12 月 9 日 1 年間 146 77 52.7 

Note.－は無選別 

表 3 選別簡易化播種の発芽率 

果実 

熟度 

果実 

水選 

果肉 

有無 

果実播 

種数(粒) 

種子播 

種数(粒) 

発芽数 

(本) 

発芽率 

（％） 

成熟 

沈む 
有  28  56  12 21.4 

無 ― 189 124 65.6 

浮く 
有  28  56  10 17.9 

無 ― 191  73 38.2 

未成熟 ― 
有  16  32  14 43.8 

無 ― 101  45 44.6 

虫食い ― 
有  28  56  10 17.9 

無 ―  51  13 25.5 

計 
有 100 200  46 23.0 

無 ― 532 255 47.9 

Note.いずれも採り播き 

Note.果実播種の種子数は，果実数×2 で算出した 

Ⅳ 考察 

 コシアブラの種子選別方法を検討した結果，水浮

き種子，未充実種子，虫食い種子の除去によって発

芽率を向上させることが可能であると考えられた。

また，竹内（2014b）で述べられているように，採

り播きの発芽率が高い傾向を確認した。 

種子の選別簡易化播種の結果から，果肉付きで

播種したすべての試験区で発芽を確認した。この方

法は，果肉の除去作業と種子保管を省くことができ，

播種作業の効率は上がったが，種子を播種するより

も発芽率が低下することと，同じ場所から 2 本発芽

して根が絡まり移植に時間が掛かることが懸念さ

れる。また，未成熟果実や虫食い痕果実であっても

発芽が確認できたことから，これら果実の種子を水

選することで発芽率が高くなるか検討をしたいと

考えている。 

嬉野ら（2006）は，採取直後の種子を観察したと

ころ胚は未熟で，内部はほとんどが胚乳で占められ

ていたと報告しており，これが後熟性種子となる原

因と考えられた。種子の保管中に胚が成熟すること

を期待して，保管期間を長くする試験区を設けたが，

冷蔵条件では発芽が早まることはなく，その効果は

認められなかった。一方，冷蔵で長期保管しても発

芽率は大きく低下することはなかったため，種子の

豊凶に応じて播種数の調整が可能と考えられた。今

後は，今回の種子選別方法と姫野ら（2006）や鈴木

ら（2014）の発芽促進処理を併用して発芽率や発芽

までの期間を調査したいと考えている。 
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